
　
十
一
月
一
日

　
十
時
ゼ
ミ
。
十
六
時
青
山
佐
々
木
事
務
所
。
十
九
時
Ｊ
・
グ
ラ
イ
タ
ー
、

李
祖
原
と
磯
崎
ア
ト
リ
エ
。

　
十
一
月
二
日

　
十
一
時
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
来
室
。
十
三
時
過
新
木
場
現
場
。
十
六
時
伊
藤
さ
ん
宅

打
合
わ
せ
。

　
十
一
月
四
日

　
十
五
時
シ
ャ
ー
プ
来
室
。
十
七
時
三
〇
分
Ｇ
Ａ
二
川
親
子
と
Ｊ
・
グ
ラ
イ

タ
ー
、
李
祖
原
と
会
う
。
そ
の
後
、
新
宿
で
グ
ラ
イ
タ
ー
、
李
と
会
食
。

　
十
一
月
五
日

　
雑
事
に
明
け
暮
れ
る
。

　
十
一
月
六
日

　
九
時
小
田
急
線
喜
多
見
高
山
邸
現
場
。
十
一
時
京
王
線
稲
田
堤
星
の
子
愛

児
園
。
近
藤
御
夫
妻
と
打
ち
合
わ
せ
、
十
三
時
修
了
。
十
五
時
製
図
講
評
会
。

二
〇
時
迄
。

　
十
一
月
七
日
　
日
曜
日

　
十
二
時
家
内
の
運
転
で
伊
豆
松
崎
へ
。
十
六
時
前
大
沢
温
泉
ホ
テ
ル
。
打

ち
合
わ
せ
。
二
十
四
時
前
東
京
帰
着
。
我
な
が
ら
、
動
い
て
い
る
。
体
、
大

丈
夫
か
ね
。

　
十
一
月
八
日

　
十
時
Ｍ
２
Ｍ
１
ゼ
ミ
。
十
二
時
三
〇
分
石
山
研
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
こ
れ
は

久
し
振
り
の
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
と
早
く
呼
び

た
い
ね
。
幾
つ
か
の
用
件
を
済
ま
せ
、
十
五
時
過
新
木
場
現
場
定
例
会
。
十

七
時
三
〇
分
、
地
下
鉄
そ
の
他
を
乗
り
継
い
で
京
王
稲
田
堤
、
厚
生
会
へ
。

近
藤
理
事
長
、
南
雲
建
設
社
長
と
森
の
学
校
打
合
わ
せ
。
建
築
家
は
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
次
第
で
生
き
る
し
、
又
死
ぬ
事
も
あ
る
の
だ
が
、
マ
ア
、
色
々
と
考

え
さ
せ
ら
れ
る
。
二
十
二
時
会
食
修
了
。
今
、
京
王
線
で
烏
山
に
向
け
て
走

っ
て
い
る
。

　
十
一
月
九
日

　
十
八
時
磯
崎
ア
ト
リ
エ
。
鈴
木
博
之
氏
と
磯
崎
さ
ん
と
、
批
評
と
理
論
の

会
の
ま
と
め
を
話
す
。
二
十
一
時
修
了
。
鈴
木
さ
ん
と
六
本
木
で
食
事
。

　
十
一
月
十
日

　
十
時
過
の
の
ぞ
み
で
神
戸
へ
。
神
戸
芸
工
大
講
演
会
。
深
夜
東
京
に
戻
る
。

　
十
一
月
十
一
日

　
終
日
、
学
務
。
十
九
時
銀
座
で
人
事
小
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
会
食
。
建

築
学
科
は
氷
河
期
を
迎
え
る
な
。

　
十
一
月
十
二
日

　
六
時
三
〇
分
起
床
。
八
時
前
帝
国
ホ
テ
ル
で
気
仙
沼
の
臼
井
賢
志
さ
ん
と

朝
食
。
相
談
。
臼
井
さ
ん
と
は
久
し
振
り
に
話
し
合
う
事
が
出
来
て
本
当
に
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良
か
っ
た
。
十
時
大
学
、
卒
論
発
表
会
。
十
九
時
過
迄
。
モ
ス
ク
ワ
の
若
松

氏
と
話
す
。
ミ
サ
ワ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
三
沢
千
代
治
さ
ん
と
来
週

会
う
事
を
約
す
。
二
十
二
時
三
〇
分
世
田
谷
村
に
戻
る
。
昨
日
、
家
内
が
オ

レ
オ
レ
さ
ぎ
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
砂
漠
み
た
い
な
世
間
に
な

っ
て
い
る
な
。
油
断
も
ス
キ
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

　
十
一
月
十
三
日
　
土
曜
日

　
九
時
過
河
野
鉄
骨
来
る
。
渡
辺
と
共
に
調
布
の
馬
場
さ
ん
宅
。
打
合
わ
せ
。

十
二
時
過
修
了
。
馬
場
邸
現
場
に
寄
り
、
十
三
時
世
田
谷
宗
柳
で
昼
食
。
石

井
を
大
学
か
ら
呼
び
幸
脇
邸
打
合
わ
せ
、
河
野
君
に
設
備
積
算
等
依
頼
。
十

五
時
過
世
田
谷
村
一
階
で
打
合
わ
せ
。
十
八
時
迄
休
む
。
今
日
は
野
村
と
夕

食
を
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
世
田
谷
村
に
来
て
も
ら
う
事
に
す
る
。
十
九

時
四
〇
分
野
村
世
田
谷
村
に
。
二
十
二
時
迄
会
食
。
彼
女
も
学
生
時
代
か
ら

す
れ
ば
十
数
年
の
附
合
い
に
な
る
。
良
い
素
質
を
持
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

一
度
爆
発
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
人
材
の
自
発
的
自
由
を
認
め
な
が
ら
、

そ
れ
を
育
て
よ
う
と
欲
す
る
事
の
困
難
さ
よ
。
し
か
し
、
建
築
を
作
る
事
の

面
白
さ
も
さ
る
事
な
が
ら
、
人
間
を
育
て
る
事
の
難
し
さ
、
複
雑
さ
の
迷
宮

状
の
闇
の
深
さ
を
考
え
る
。

　
十
一
月
十
四
日
　
日
曜
日

　
七
時
過
起
床
。
暗
い
天
気
の
日
曜
日
だ
。
今
日
は
一
日
Ａ
Ｏ
入
試
に
附
合

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
八
時
四
〇
分
学
科
会
議
室
。
九
時
創
生
入
試
打
合

わ
せ
。
ほ
ぼ
学
科
全
員
の
教
師
が
集
ま
る
。
九
時
四
十
五
分
入
試
面
接
開
始
。

昼
食
十
五
分
を
は
さ
ん
で
十
六
時
迄
。
入
試
希
望
者
は
年
々
小
粒
に
な
る
が
、

何
と
な
く
整
っ
て
き
て
い
る
気
は
す
る
。
何
に
対
し
て
整
っ
て
い
る
か
は
知

ら
ぬ
が
。
十
八
時
過
迄
教
室
会
議
。
建
築
学
科
は
大
氷
河
期
に
突
入
し
つ
つ

あ
る
の
を
ど
れ
だ
け
の
人
間
が
厳
し
く
認
識
し
て
い
る
か
、
少
し
疑
問
だ
な
。

十
八
時
四
十
分
過
只
今
笹
塚
京
王
線
車
中
。

　
早
稲
田
建
築
研
究
所
構
想
を
今
夜
中
に
ま
と
め
ら
れ
る
か
。
メ
デ
ィ
ア
建

築
研
究
所
計
画
上
海
、
モ
ス
ク
ワ
・
ダ
ー
チ
ャ
開
発
計
画
の
企
画
も
ま
と
め

な
く
て
は
。
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